き く ぢ さ 

菊 萵苣と 和名 はついて いるが、 原 名の アン ディ— ヴ 

と 呼ぶ 方が 食通の 間に は 通りが よいよう である。 その 

蔬菜が 姉 娘のお 千代の 手で 水洗いされ 笊で 水 を 切って 

だ いまない た 

部屋の まん 中の 台 俎板の 上に 置かれた。 

素人の 家に して は 道具 万端 整って いる 料理 部屋で あ 

る。 ただ 少し 手狭な よう だ。 

若い 料理 教師の 鼈 四郎は i: 子に 踏み 反り返り 煙草の 

手 を 止めて 戸外の 物音 を 聞き澄ま している。 外で は 初 

冬の 風が 町の 雑音 を 吹き 靡け ている。 それ は 都会の 木 

にぎ や 

枯 しとで もい えそうな 賑 かで 寂しい 音 だ。 

妹娘のお 絹 はこ どもの ように、 姉の あとに ついて 



一 々、 姉の する こと を靦 いて 来たが、 今 は 台 俎板の 傍 

に 立って 笊の 中の 蔬菜 を 見入る。 蔬菜 は 小柄で、 ちょ 

うど 白菜 を 中指の 丈け あまりに 縮めた 形で ある。 しか 

し 胴の 肥リ 方の 可憐で、 貴重品の 感じが すると ころ は、 

たと ふき とう 

譬えば 蔣の薹 と い つたよう な、 草の 芽 株に 属する たち 

の 品 かと もお もえる。 

した しずく 

笊の 目から 滑った 蔬菜の I 卞が、 まだ 新しい 台 俎板 

ぬれぎ ひろ 

の 面に 濡 木の 肌の 地図 を 浸み 拡げて 行く 勢い も 鈍って 

ひきだ 

来た。 その 間に、 棚 や、 戸棚 や 抽出しから、 調理に 使 

いそうな 道具と、 薬味 容れ を、 おずおず 運び出して は 

台 俎板の 上に 並べて いたお 千代 は、 並び 終えても 動か 



つの 匙 を、 鉢の 蔬菜の 上へ 控えた。 塩と 胡椒と 辛子 を 

入れる。 酢 を 入れる。 そうしてから 右の 手で 取上げた 

さき か 

フォ ー クの 尖で 匙の 酢 を搔き 混ぜる 段になる と、 急に 

神経質な 様子 を 見せた。 狭い 匙の 中で フォ— クの尖 は 

ミシン 機械の ように 動く。 それ は 卑劣と 思える ほど 小 

わき ちりめんじわ 

器用で 脇の 下が こそば ゆくなる。 酢の 面に 縮緬皺の よ 

うな さざなみ か 果てし もな く 立 つ。 

妹娘のお 絹 は 彼の 矛盾に くすりと 笑った。 鼈 四郎は 

手の 働き は 止めず 眼 だけ 横 眼に じろ リと 睨んだ。 

姉 娘の 方が 肝が 冷えた。 

ま/ ぺパ ま 

匙の 酢 は 鉢の 蔬菜の 上へ 万遍なく 撒き 注がれた。 



は 変らない」 「食 ものぐ らい 正直な もの はない、 うまい 

かまず いかす ぐ 判る」 「うま さとい うこと は 神秘 だ」— 

I それ は 人間の 他の 本能と その 対象 物との 間の 魅力に 

就ても いえる ことなの だが、 鼈四郎 がいう とき 特に こ 

の 一味 だけが それで あるよう に 受取ら せる。 ひょっと 

したら この 青年 は 性情の 片端 者な ので は あるまい か、 

他の 性情 や 感覚 や 才能まで、 その 芽 を捥ぎ 取られ、 い 

のち は 止むな く 食 味の 一 方に 育ち 上った。 鼈 四 郎が料 

理 をして みせる とき 味 利きと いう こと をした ことが 無 

い。 身体 全体が 舌の 代表と なって いて、 料理の 所作の 

順序、 運び、 拍子、 そんな ものの カンから 味の 調 不調 



の 結果が ひとりでに 見分けられる らしい。 食慾 だけ 取 

立てられて 人類の 文化に 寄与すべく 運命 付けられた 

きけい 

畸形な 天才。 天才 は 大概 片端 者 だとい う。 そういえば 

この 端麗な 食 青年に も 愚かしい ものの 持つ 美し さが 

あって、 それが 素焼の 壺 とも 造花と も 感じさせる。 情 

慾が 食 気に だけ 偏つ てし ま つ て 普通の 人情に 及ぼさな 

いため かしらん。 

一 ばん 口数 を 利く 妹娘のお 絹が こんな 考えに 耽って 

しまって いると、 もはや 三人の 間に は 形の 上の 繫リ 

がな く、 鼈四郎 はしき りに 煙草の 煙 を 吹き上げて は 

i: 子に 踏み 反って 行く だけ、 姉 娘のお 千代 は、 居 竦ま 



ない 若い 詩 を 夢見さ せて 呉れる 不思議な 存在な の だ。 

「なんだ つて、 自分 は あんなに 好きな お 絹と 一し よに 

なり、 好きな 生活ので きる 富裕な 邸宅に 住めない の だ 

ろう。 人間に 好く と いう 慾 を 植えつ けて 置きながら、 

ま すぐ 

その 慾の 欲しがる もの を 真つ 直に は 与えない。 誰 だか 

知らないが、 世界 を糙 えた 奴 はい やな 奴 だ」 

、d スまん また 

その 憤懣 を 抱いて 敷居 を 跨ぐ のだった から、 家へ 

えぐ 

上 つ て 行く ときの 声 は 抉る ような 意地悪 さ を 帯びて い 

た。 

「おい。 ビ ー ル、 取つ といた か。 忘れ やしまい な」 

しょく 

こどもに 向き合い、 五燭の 電灯の 下で、 こどもに 



「浅 間し い」 

鼈 四郎は 吐く ように こういつ て 腕組み をした。 

, J の 巿隠荘 はお 絹 等 姉妹 の 父で 漢学者 の 荒木 蛍雪が 、 

中 橋の 表通りに 画帖 や 拓本 を 売る 蛍雪 館の 店 を 開いて 

いた 時分に、 店の 家が 狭い ところから、 斜向 うのこの 

露路 内に 売 家が 出た の を 幸、 買 取って 手入れ をし 寝 泊 

りした ものである。 ちょっとした 庭 も あり、 十二 畳の 

しょ-つ しゃ 

本 座敷 なぞ は 唐 木が 使って ある 床の間が あつ て 瀟洒 

としてい る。 蛍雪 は その後、 漢和の 辞典 なぞ 作った も 

のが 当り、 利殖の 才 もあって だんだん 富裕に なった。 

表通りの 店 は 人に 譲り 邸宅 を 芝の 愛宕山の 見晴 しの 台 



の 塊が 入って いる 鉢と 白い ものの 横って いる 皿と 香の 

ものと 配置よ ろしき 塗 膳 を 持 出した。 醬油 注ぎ、 手塩 

皿、 ちり れんげ、 なぞの 載って いる 盆 を 持 出した。 四 

度 目に ビ— ルの 栓抜きと コップ を、 ちょうど 士 が 座 

敷に 入る とき 片手で 提げる ような 形式張った 肘の 張リ 

方で 持 出す と、 洋服の 腰に 巻いて いた 妙な 覆い 布を剝 

ま. う 

ぎ 去って 台所へ 抛り 込んだ。 襖 を 閉め切る と、 座敷 を 

歩み 過し 椽 側のと ころまで 来て 硝子 障子 を 明け 放した。 

闇の 庭 は 電燭の 光りに、 小さな 築山 や 池のお も 影 を 薄 

肉 彫刻の ように 浮 出させ、 その 表 を 僅な 霰が 縦に 掠 

めて 落ちて いる。 幸に 風が 無い ので、 寒いだ け 室内の 



焜炉の 火 も、 火鉢の 火も穏 かだった。 

彼 は 座布団の 上に 胡座 を搔 くと、 ビ— ル罎に 手 を か 

け、 にこに こしながら 壁 越しに 向って いった。 

「おい、 頼む から 今夜 は 子供 を 泣かしな さんな」 

彼 は、 ビ— ルの 最初の コップに 口をつけ こくこく こ 

くと 飲み干した。 掌で 唇の 泡 を 拭い 払う と、 さも 甘 そ 

うにう え ー と 曖気を 吐いた。 その 誇張した 味い 方 は 落 

ま ね 

語 家の 所作 を 真似 をして 遊んで いるよう にも 妻の 逸子 

に は 壁 越しに 取れた。 

彼 は 次に、 焜炉に かけた 陶器 鍋の 蓋に 手 を かけ、 や 

も... こ ホ だ こ-お 

あっと 掛声して その 蓋 を 高く 擡げた。 大根の 茹 つた 匂 



いが、 汁の 煮出しの 匂いと 共に 湯気 を 上げた。 

「細工 はり ゆうり ゆう、 手 並 を ごろうじろ」 

と 彼 は 抑揚 をつ けて いったが、 蓋の 熱さに 堪えな 

かった ものと 見え、 ち、 ちちち といって、 蓋 を 急ぎ 下 

に 置いた 様子 も、 逸子に は 壁 越しに 察せられた。 

じかに 置いたら しい 蓋の I 卞 で、 畳が 損せられ やし 

ないか？ ひやりとした 懸念 を 押しの けて、 逸子に お 

かし さが こみ上げた。 彼女 はくす りと 笑った。 世間 か 

ごうまん 

らは 傲慢 一方の 人間に、 また 自分た ち 家族に 対して は 

タイ ラント おとな 

暴君 の 良人が、 食物に 係つ ている とき だけ、 温順し く 

無邪気で 子供の ようで も ある。 何となくい じらしい 気 



に 吐く の は、 もはや 景気 附け ではなく、 胃 拡張の 胃壁 

の 遅 緩が、 飲食した ものの 刺激に 遭いう ねり 戻す 本 も 

のの ものだった。 ときどき 甘苦い 粘 塊が 口中へ 噎せ 

なまが 

上って 来る。 その 中には 大根の 片れ の生嚙 みのもの も 

混って いる。 彼 は 食後に は 必ず、 この 曖気を やり、 そ 

ま ま y /飞 ^9 う 

して、 人前 を も 憚らず 反芻す る 癖が あった。 壁 越し 

に 聞いて いる 逸子 は 「また、 始めた」 と 浅 間し く 思う。 

家庭の 食後に それ をす る 父 を 見慣れて、 こどもの 篤が 

ま ね 

真似て 仕方が無い からであった。 

曖気は 不快だった が、 その 不快 を 克服す るた め、 な 

おも ビ— ルを 飲み 煙草 を 喫う ところに、 身体に 非 現実 



おうと 彼 は 世間に うち 衝 つて 行く。 世間 は 他人 ごと ど 

ころで はない と 素気なく 弾ね 返す。 彼 はいき リ 立ち 

武者振り ついて 行く。 気 狂い 染みて いると て 今度 は 体 

を更 わされる。 あの 手 この 手。 彼 は 世間から 拒絶され 

うすが ゆ うす 

て 心身の 髄に 重苦しくて しかも 薄 痒 い 疼きが 残る だけ 

くた び 

の 性 抜きに 草臥れ 果てた とき、 彼 は 死 を 想い 見る の 

だった。 それ はすべ て を 清算して 呉れる ものであった _ 

想い 見た 死に 身 を 横え ると き、 自分の 生 を 眺め 返せば 

あきら 

「あれ は、 まず、 あれ だけの もの」 と、 あっさり 諦め 

られ た。 潔い 苦笑が 唇に 泛 ベら れた。 かかる 死 を 時せ 

つ 想い 見ないで、 なんで 自分の ような 激しい 人間が 三 



ほうじょ • つ 

卒業した ので 老人の 元に 法帖 造りの 職人と して 仕込 

まれる ことにな つた。 老人 は 変り 者だった、 碁 を 打ち 

に 出る とき は 数日 も 家に 帰らない が、 それよりも 春秋 

の 頃お い 小学校の 運動会が 始り 出す と、 彼 は ほとんど 

毎日 家に 居なかった。 京都の 巿中ゃ 近郊で 催される そ 

れを 漁り 尋ね 見物して 来る のだった。 「今日の XX 小 

そろ 

学校の 遊戯 はよ く 手が 揃った」 とか、 「今日の △△ 小学 

かけあし 

校の 龃足 競争で、 今迄に ない 早い 足の 子が いた」 とか 

うわさ よろこ 

噂して 悦 ん でいた。 

のリ くさ 

そ の 留守 の 間、 彼 は 糊 臭 い 仕事場 で 、 法帖 作り を や つ 

せんしとう 

ている の だが、 墨色に 多少の 変化 こそ あれ 蟬翅搨 と 



んだ獲 もの もあった。 こちらの 河原に は 近所の 子供の 

一群が すでに 漁リ 騒いで いる。 むこうの 土手で は 摘 草 

くらま わか 

の 一 家族が 水ぎ わまで も 摘み 下りて いる。 鞍馬へ 岐れ 

路の 堤の 辺に は 日傘 を さした 人影 も 増えて いる。 境遇 

ひとお く 

に 負けて 人 臆れ のす る 少年であった 鼈四郎 は、 これ 等 

ひとけ 

の 人気 を 避けて、 土手の 屈曲の 影になる 川の 枝 流れに、 

芽 出し 柳の 参 差 を 盾に、 姿 を 隠す ようにして 漁った。 

すみれ 草が 甘く 句う。 轧の 森が ぼ ー つと 霞んで 見え 

まぶた 

なくなる。 おや 自分 は 泣いて るな と 思って 眼瞼 を 閉じ 

てみ ると、 I 卞の 玉が ブリキ 屑に 落ちた かして ぼ とん 

という 音が した。 器用な 彼 は それでも 少しの 間に 一握 



ような 美少年で なければ ならなかった。 与えられ たこ 

あまな むし 

の 戯名を 彼 も 諾 い 受け 寧ろ 少 からぬ 誇リを もつ て自 

称する ように さえな つ た。 

しゃ しゃ しゃれ 

洒落れ た 〔# 「洒落れ た」 は 底本で は 「洒落れ た 匕 お 弁 

当が 食べられ、 なにがし かずつ 心付けの 銭 さえ 貰える 

この 手伝いの 役 は 彼 を 悦ばした。 そのお 弁当 を 二つ 

も 貰って 食べ 抹茶 も 一 服よ ばれた のち、 しばらくの 休 

憩 をと るた め、 座敷に 張り 廻らした 紅白 だんだら の 

まんまく は えんがわ 

幔幕 を 向う へ 弾ね 潜って 出る。 そこ は 庭に 沿った 椽側 

であった。 陽 はさん さんと 照リ 輝いて 満 庭の 青葉 若葉 

から 陽の I 卞が 滴って いるよう である。 喙も 遺憾な く 



た。 

起伏 表裏が ありながら、 また 最後に 認め 合う もの を 

持つ 二人の 交際 は、 緦 のように 絡み合い 段々 その 結 ぼ 

れを 深めた。 正常な 教養 を 持つ 世間の 知識階級に 対し、 

脅威 を 感ずる が 故に、 睥睨しょう とする 職人 上りで 頭 

が 高い 壮年 者と 青年 は 自らの 孤独な 階級に 立籠って 脅 

つの； J 

威し 来る もの を 罵 る 快 を 貪る に は 一あって 一 一 無き 相 

手だった。 彼等 は 毎日の ように 会わない では 寂しい よ 

うにな つ た。 

たいしょてき 

鼈 四 郎は檜 垣の 主人に 対して は対躕 的に、 いつも 東 

ゆうすい こうえん 

洋 芸術の 幽邃 高遠 を 主張して 立 向う 立場に 立 つ の だが、 



したり、 ずいぶん 突飛な こと も 彼に よって 示唆され た 

が、 i! 子テ— ブルの 点茶 式 や、 洋食 を 緩和して 懐 石の 

献立 中に 含める こと や、 そのと きまで、 一 部の 間にし 

か 企てられて いなかった 方法 を 一 般に 流布せ しめる 椽 

の 下の 力 持と はなった。 彼 は、 ところどころで 「先生」 

と 呼ばれる ようにな つ た。 

彼 はこの 勢 を 駆って、 メ— ゾン檜 垣に 集る 若い 芸術 

家の 仲間に 割り込んだ。 彼の 高飛車と 粗雑 はさす がに、 

神経の こまかい インテリ 青年た ちと 肌合いの 合わない 

なび 

ものが あった。 彼 は 彼等 を 吹き 靡け、 煙に 巻いた つも 

りで も 最後に、 沈黙の 中で 拒まれて いる コッン とした 



かん ほうらい まめ 

幼い とき、 夜泣きして、 疳の 虫の 好く、 宝 来 豆と いう 

もの を 欲しがった とき 老僧の 父が とぼとぼと 夜半の 町 

ぢ も 

へ 出て 買って 来て 呉れた ときの 気持 を 想い出した。 鼈 

四郎は 捏ね 板へ 涙の I 卞 を 落すまい として 顔 を 反 向け 

しょせん いたわ 

た。 所詮、 料理と いう もの は 労りな のであろう か。 

そして 労り ごころ を 十一 一分に 発揮で きる 料理の 相手 は、 

白痴 か、 子供な ので は あるまい か。 

しかし 鼈 四郎は 夫人が 通 客で あ つ た 場合 を 予想し、 

もし その 眼で 見られても 恥し からぬ よう、 坂 本の 諸子 

川の 諸子 魚と か、 鞍馬の 山椒 皮な ども、 逸早く 取 寄せ 

て、 食品 中に 備えた。 



夫人 は、 大事そう に、 感謝しながら 食べ 始めた。 「こ 

なます いも きめ 

の 子 附け鎗 の 美しい こと」 「このえび 藷の肌 目 こまか 

く 煮えて ますこと」 それから 唇にから 楊の 油が 浮く よ 

うにな つてから は、 ただ 「おいしい わ」 「おいしい わ」 

という だけで、 専心に 喰べ 進んで 行く。 鼈四郎 は、 再 

び 首尾 はいかが と 張り詰め ていた ものが 食品の 皿が 片 

付けられる 毎に、 ずしん ずしん と 減って、 気の 衰え を 

さえ 感ずる のだった。 

夫人 も 健啖だった が、 画家の 良人 はより 健啖だった。 

せんちゃ ぢ やわん 

みな 残りな く 食べ 終り、 煎茶 茶 椀 を 取上げながら い つ 

ちそ-つ 

た。 「ご馳走さまでした。 御主人に 申す が、 この 方が、 



汗 をに じみ 出させて、 見る ことに 堪えて いた。 死は惧 

ろしく はない が、 死へ 行く までの 過程に 嫌な ものが あ 

ると い う 考えが ちらりと 念頭 を 掠めて 過ぎた。 だが そ 

ういう こと は 病 主人が 苦悶 を 深め 行く につれ 却って 消 

えて 行った。 あまりの 惨 まし さに 痺れて ぼかんと なつ 

てし ま つ た 鼈 四 郎の脳 底に 違った ものが 映リ 出した。 

うごめ 

見よ、 そこに 蠢 くもの は、 もはや それ は 生物で はない _ 

エジプト しろう チベット 

埃 及の カタコンブから 掘 出した 死蠟 であるの か、 西 蔵 

どうく つ かんらく した い 

の 洞窟から 運び出した 乾酪の 屍体で あるの か、 永く い 

のちの 息吹き を 絶った 一 つの 物質で ある。 しかも 何 や 

ら 律動して いると ころ は、 現代に 判らない 巧妙 繊細な 



機械仕掛けが 仕込まれた 古代人 形の ようで も ある。 蒼 

黒く 燻んだ 古代人 形 は ほぼ 一 定の 律動 を もって 動く、 

くねくね、 き ゆ ー つ ぎゅっと 腕いて、 も くんと 伸び 上 

る。 頹れ て、 そして 絶息す るよう に ふ— むと 晻 く。 

同じ 事が 何度も 繰 返される。 モデル 娘 は 惨 まし さに 泣 

きかけ た 顔 をお かし さで 歪み 返させられ、 妙な 顔に 

なって 袖から 半分 視か している。 看護婦 は 少し 怒り を 

帯びた 深刻な 顔 をして 団扇で 煽いで いる。 

鼈 四郎は 気付いた。 病友 はこの 苦しみの 絶頂に あつ 

て 遊ぼうと している の だ。 彼 は 痛みに 対抗し ようとす 

る 肉： K: の 自らなる 琬 きに、 必死と リズム を 与えて 踊り 



に糙 えてい るの だ。 そうする ことが 少しで も 病 痛の 紛 

ら かしになる のか、 それとも 友 だち の、 ふだんい う 「絶 

倫の 芸術」 を 自分に 見せよう ため 骨 を 折って いるの か _ 

病友 はまた 踊る、 くねくね、 ぎ ゆ— つ、 き ゆ、 も くん 

も くん そして 頹れ 絶息す るよう に ふ ー むと 晻く。 それ 

きとう 

は 回教徒の 祈禱の 姿に 擬 しつつ 実は、 聞え て 来る 活動 

館の 安価な 楽隊の 音に 合わせて いるの だった。 

おどろ 

鼈四郎 が、 なお 愕ぃ たこと は、 病友 は、 そうしな が 

ら 向う側の 壁に 姿見 鏡 を 立て かけさせ、 自分の 悲惨な 

踊り を、 自ら 映しみ て 効果 を 味って いる ことだった。 

映像 を 引 立た せる 背景の ため、 鏡の 縁の 中に 自分の 姿 



P ま 

と共に 映し 入る よう、 青い 壁 絨と壺 に 夏 花まで ベッド 

の 傍に 用意して あるの だった。 鼈 四 郎に何 か 常識的な 

怒りが 燃えた。 「病人に 何 だって、 こんなば かなこと 

を さしと くの だ」 鼈 四郎は モデルの 娘に 当った。 モデ 

お つ 

ル娘は 「だって、 こちらが 仰し や るんで す もの」 と不 

とが 

服そう にいった。 病友 はつ まらぬ 咎め 立 をす るな と 

窘 める 眼 付 をした。 

力な 

三度に 一 度の 願いが 叶って 医者に 注射 をして 貰った 

ときには 病友 は 上機嫌で、 へらり へらり 笑った。 食慾 

を 催して 鼈 四 郎に何 を 作れ かに を 作れと 命じた。 

ねぎ つぼやき 

葱と チ— ズを壺 焼に した ス— プ • ァ • 口 二 オンと か、 



オック ス- タン グ ァ リコ ベル 

牛 舌 の ハヤシライス だと か、 莢 隠元の ベ リグ レツ 

ト-ソ —スの サラダと か、 彼が ふだん 好んだ もの を 

ちゅうもん あひる 

註文した ので 鼈 四 郎は糙 え 易かった。 しかし 家鴨の 

血 を 絞って その 血で 家鴨の 肉 を 煮る 料理と か、 大鰻を 

ぶつ 切リ にして 酢 入りの ゼリ ー で 寄る 料理と か は 鼈 四 

郎は 始めて で、 ベッドの 上から 病友に 差 図され ながら 

もなかな か 加減 は 難しかった。 家鴨の 血 を アル コ— ル 

ラ ンプ に かけた 料理 盤 で 搔き 混ぜ てみ ると 上 品な し る 

しおこしょう 

粉 ほどの 濃 さや 粘りと なった。 これ を 塩胡椒し、 家鴨 

の 肉の 截片を 入れて ちょ つ と 煮込んで 食べる の だが、 

ちなまぐさ 

鼈 四郎は 味見 をして みるのに 血生臭い ことはなかった。 



や わにがわ いろ うずた か 

焦け と 塗り薬と で 鰐皮 色に なって いる 堆 いものの 中 

に は 執拗な 反 人間の 意志の 固り が 秘められて いるよう 

に 思われる。 内側から しんの 繁 凝が 円味 を 支え 保ち、 

そして その上に 程よ い 張 度の 肉と 皮膚が 覆つ ている 

はれもの 

腫物 は、 鋭い メス をぐ さと 刺し 立てたい 衝動と、 その 

.0, ゆ 

意地 張った 凝り 固リに は、 ひよ ぐって 揶揄して やる よ 

り 外に 術 はない という 感じ を 与えられる。 腫物の 皮膚 

に 油絵の 具の つき はよ かった。 彼 は 絵の具 を 介して 

ひっせん 

筆 尖で この 怪物の 面 を 押し 擦る タ ツチのう ちに 病友が 

いかに この 腫物 を 憎んだ か。 そして 憎み 剰った 末が、 

悪戯 ごころ に 気持 を はぐら かさねば ならない わけが 判 



すがめ にら こうしょう もぞう じんめん そ 

を眇 にして 睨みながら 哄笑 している 模造 人面 疽の顔 

は、 ずった 偶然に よって 却って 意味 を 深めた ように 思 

えた。 人生の 不如意 を、 諸行無常 を 眺め やる 人間の 顔 

として、 なんで、 この 上、 一点の 描き 足し を附け 加え 

る 必要が あろう。 

したい かたさき 

鼈 四郎は 病友の 屍体の 肩 尖に 大きく 視 いている 未完 

成の 顔 を つくづく 見&り 「よし」 と 独りい つて、 屍体 

を棺に 納め、 共に 焼いて しまった ことであった。 

病友に 痛みの 去る 暇な く、 注射 は 続いた。 流動物し 

か摂れ なくなって、 彼 は ベッドに 横 わり 胸 を 喘ぐ だけ 

となった。 鼈四郎 は、 それが 夜店の 腽肭獣 売りの 看板 



得 は 間が な 隙が な 弛まなかった。 「あなた も 東京で 身 

を 立てなさい。 東京 はいいと ころです よ」 といって、 

鼈 四郎 の 才能 を鑑検 し、 急ぎ 蛍雪 館 はじ め 三 四の 有力 

な 家に も 小 使 い 取りの 職 仕 を 紹介し てこの 方面で も 鼈 

四 郎を引 留める，. 錨 を 結びつけた。 伯母 は 蛍雪 館が 下 

町に 在った 時分 姉 娘のお 千代 を 塾で 引受けて 仕込んだ 

関係から 蛍雪と は 昵懇の 間柄で あ つ た。 

何とい う 無抵抗 無性 格な 女であろう か。 鼈 四 郎は伯 

母の 末の 娘で 檜 垣の 主人の 协 姉妹に 当る この 逸子と い 

う 女の、 その 意味での 非凡 さに もやが て 搦め捕られて 

さまつ 

しまった。 鼈四郎 のよう な 生活の 些 末の 事にまで、 タ 



も 二 癖 も ある 底の 深い 流れに あるら しい もの を 指す の 

か。 それ は 何ぞ。 

夜 はしん しんと 更けて、 いよいよ 深み まさり、 粘り 

やみ ちら^- 

濃く 潤う 闇。 無限の 食慾 を もって 降る 霰 を、 下から 

むさぼ 

食い 貪り食い 貪り 飽くことを知らない。 ひょっと 見 

方 を 変えれば、 永遠に、 霰 を 上から 吐きに 吐く とも 見 

える。 ひっきょう 食いつつ 吐きつつ 食いつつ 飽き 足る 

という こと を 知らない 闇。 こんな 逞しい 食慾 を 

鼈四郎 はま だ 嘗て 知らなかった。 死 を 食い 生 を 吐く も 

のまた かくの 如き か。 

闇に 身 を 任せ、 われ を 忘れて 見詰めて いると 闇に 
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